





平成 6 年 4 月、経営情報学部経営情報学科は、建学の精神に基づき経営と情報という異分野の実践
的かつ学際的な学問を教授するため、小森博夫初代学部長のもとに創設されました。創設以来、本学
部卒業生総数は、4,600 名を超えるまでに達しました。しかし、四半世紀に及んだ本学部も平成最後





























































上初となる 1大会で 3つのメダル（銀 1・銅 2）を獲得という素晴らしい成果を挙げました。
さらに、平成 20 年度から本学部ではスポーツマネージメントという学際的な分野も新たに加えて
きました。その教育研修の一環として、学生と教員が連携してヴァンフォーレ甲府などの地域スポー
ツへの積極的な貢献も続けて参りました。経営と情報を有効に活用することによってスポーツ経営や
－ iii －
イベントの成功に繋げられるのです。やさらに、ゲームの勝利にも大いに貢献できるのです。今後の
更なる発展が期待される分野です。
数年前から目指していた本学部の将来スコープとしては、“第 4 次産業革命”の中心となる人工知
能やビッグデータなどを基礎とするデータサイエンスの領域です。これは経営情報学の進化系と言え
るでしょう。数理統計処理をマネジメントに活かすというデータサイエンスの流れは、予想通り今や
本流となりつつあります。その証左として、幾つかの国立大学でも有名私立大学でも次々と関係学部
や大学院が設置されています。この分野の研究・教育は、本学部と現代ビジネス学部と対等合併して
新規に創設される『経営学部』においても経営情報学部からの流れの大きな本筋のひとつとして継続
的に実践していく所存です。
いち早く時代の最先端を疾走してきた経営情報学部の名は、四半世紀をもって消えますが、教員ひ
とりひとりは臥薪嘗胆の志をもって『経営学部』という新たなフィールドで活躍していく所存です。
新・経営学部においては、上述致しました経営情報学部発足当初から先駆的に実践してきた様々な事
柄を、まさにリマインドしながら、ひとつひとつの試みを再構築し実行に移していくことになるでし
ょう。現在、大学業界におけるキーワードは“国際”と“情報”であると随所で叫ばれております。
21 世紀社会の国際化・情報化に貢献できる若者が、新規創設の『経営学部』で学び育ち、そして社
会の第一線で活躍することを期待します。本年、ラグビーワールドカップという国際的なスポーツイ
ベントが日本各地で開催されます。蹴り出された楕円形のラグビーボールが日本チームにとってより
良い方向に跳ねるように、新たに誕生する『経営学部』という運命共同体が見事に進化発展を遂げる
ことを祈念して、最後の経営情報学部・学部長の言葉としたいと存じます。
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